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幡
町
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三
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は
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扭
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刈
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千
葉
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兩
村
に
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西
南
境
は
八
幡
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村
に
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し
て
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菊
間
村
は
菊
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草
別
；
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千
葉
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郡
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述
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进
4
-
A年
、
.德
川
氏
.の
所
領
.に
歸
屬
し
て
後
、
.同
村
四
區
中
草
刈
'
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瓯
を
除
き
、
皆
德
川
氏
の
旗
本
の
知
行
所
と
な
り
、
左
の
地
頭
六
給
で
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名
主
一
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置
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れ
て
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た
。
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總
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廿
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勺
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筒
井
紀
伊
守
高
西
五
十

^
六
斗
八
升
七
合
一
习
四
才
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ノ
杉
浦
與
一
郞
高
西
四
十
三
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五
斗
五
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富

永

啓

太

郞

高

：九
十
九
石一,

斗
四
升
九
合
四
才 
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で
あ
る
。
右
に
除
か
れ
た
萆
別
區
は
奮
姉
崎
藤
主
水
野
壹
岐
守
の
卵
領
で 

高
三
诃
七
十
五
石
三
斗
八
升
八
合
。
大
願
は
元
祿
鄉
帳
や
天
保
鄕
帳
に
は
. 

大
馬
捲
に
作
り
、
地
頭
宵
城
源
太
郞
.の
知
行
所
で
高
四
瓦
十
八
石
。
古
市 

場
は
地
頭
永
井
皴
之
助
の
知
行
所
で
高11

一.瓦
石
で
あ
っ
た
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右
四
字
を
含 

む
菊
間
村
U
明
治
ー
兀
年
七
月
に
舊
菊
間
藩
主
水
野
忠
敬
の
所
領
に
歸
し
、
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一一

年
六
月
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間
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知
事
ょ
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七
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縣
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き
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土
觚
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字
形
を
な
し
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東
千
葉
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那
野
昍
蕻
ょ
り
西
谁
す
る
山
脈
が
、
帘
原
村
境
ょ
り
本
村
.に
.苴
り
、：
村
田
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川
に
沿
9
て
.自
然
の
.城
壁
.を
爲
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所
謂
草
刈
豪
地
を
な
し
.て
い
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點
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刈
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し
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約
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別
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方
面
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川
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ょ
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南
曲
し
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進
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沖
川

堰
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、
菊
間
翳
下
を
迂
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し
で
遠
く
市
原
下
に
流
る
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ご
れ
ら
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菊
間
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.び
八
幡
方
面
の
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野
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と
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つ
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總
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幡
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村
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方
の
用
水
を
左
右
す
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生
實
堰
溝
1-
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に
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し
て
は
、
文
化 

三
寅
年
西
月r

揠
土
取
場
御
境
御
取
極
：ニ
付
差
傷
一
札
寫
水
下
六
ヶ
村 

；

草
別
村
爲
取
替
連
印
帳」

に
よ
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'
知
る
こ
.と
が
出
策
る
ご
と
く
、
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寶
堰
溝
は
パ
生
實
村
外
四
：ヶ
村
、
菊
間
村
、
A
幡
村
に
と
つ
て
極
め
て
重 

要
で
あ
り
、
そ
の
設
置
に
は
、
•各
村
と
も
多
大
の
勞
苦
を
な
め
て
い
た
。
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文
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け
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し
ろ
見
取
場
.

(

不
毛
-地
聞
懇
田
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す
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揠
土
取
場
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設
定
並
び
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滿

冷

惡

氷

^

^

る
乾
：め
箇
所
の
指
定
に
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か
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る
も
の
で
、
^
代
も
堰
創
設
年
代
よ
り
遙
か
後
年
の
も
の
で
.あ

り

、
，
生

實 

溝
、；.つ
.贪
り
右
文
書
夂
い
1
卞
總
溝
に
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す
る
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料
で
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.る
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交
書
め
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國
千
葉
郡
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市
場
村
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濱
野
村
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總
國
市
原
郡
宙
市
場
村
菊
間
村
が
談
合
の
上
、
 

役
人
の
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分
を
願
い
、
：八
幡
村
を
そ
の
主
旨
に
沿
つ
て
.承
認
に
服
せ
し
め 

る
と
い
.つ
た
も
の
で
龙
り
、.：

村
落
間
の
荦
論
の
一
つ
の
解
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方
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れ
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る
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あ
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が
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れ
に
よ
’る 

と
、
菊
間
村
と
八
幡
射
と
が
"
：.璃
普
請
に
對
じ
: '
共
に
自
普
請
を
な
し
、
 

し
が
も
、：
：そ
の
費
用
の
莫
大
^ .
る

と

こ

ろ
よ
り
、
特
に
人
足
不
足
で
惱
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み
、
金
子
の
借
用
な
ど
、
非
常
に
苦
心
し
て
、
.普
請
を
實
•施
し
た
こ
と
を 

知
り
ぅ
る
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か
く
の
如
く
こ
の
堰
普
請
に
は
多
額
の
：金
錢
、
人
足
賃
そ
の
他
の
出
費 

.を
要
し
た
。
'こ
の
堰
用
水
が
菊
間
、
：.八
幡
兩
村
の
死
命
を
制
し
て
い
た
こ

と
よ
.り
、：
兩
村
必
祈
半
に
'よ
づ
て
.普
請
費
用
が
ま
か
な
わ
れ
た
程
、
そ
の
.
 

關
係
.は
圓
滑
且
'つ
緊
密
で
あ
つ
た
と
思
わi

る
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.し
か
し
乍
ら
、
草
邓
村
堰
に
つ
1 -
て
の
文
化
：
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丑
年
六
月
.「

草
別
村
揠
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史

濟
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寫」

は
' '
草
發
の
皆
請
方
右
め
.
く
囊
す
る
迄
に
極
めH
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多
く
の
困
難
に
逢
箫
^ '
.
八
幡
村
の
善
太
郞
に
51
請
を
依
賴
し
.た
が
、
同 

人
身
許
手
薄
で
、
>
cの
上
㈣
お
ル
前
西
姓
が
か
ね
て
：不
和
の
と
こ
ろ
4
般 

小
前
百
姓
と
も
和
融
U
た

が

、,'
手

薄

の

處

は

他

の

六

ヶ

村

惣

代

彌

兵

衞

と
 

談
合
し
.て
費
用
を
分
擔
し
、：.

.

.

'
.'
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.

爭

論

：の

植

場

：
へ

鈒

入

を

1 >
な
い
こ
と
。
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_1、：

植
請
負
.に
屆
出
の
な
い
と
含
は
吟
味
す
るM

と
.0
 

:

V
:

一、
'堰
.

Q

後
は
.一I

百
年
來
仕
來
之
通」

同
大
切
に
す
る
こ
と
。
-;

::
•.
 I

 
?
請
負
人
は
以
漱
七
ヶ
村
で
人
撰
し
、
-.
そ
れ
に
對
し
て
異
議
を
申
立
'
 

.

.て
ぬ
こ
.と
。」

V

.

,
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‘等
の
條
件
で
池
入
が
落
静
し
た
こ
.と
：
が

の

べ..ら

れ

て'い
る

。

.
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：

.:右

：の

箇

條

中

第

三

條

0 .
韋
刈
堰
の
年
數
に
づ
い
て
ポ
^
都

誌

は
—}
抑

も 

本
堰
は
慶
長
年
間
、
生
實
の
人
篠
崎
某
氏
及
び
茂
呂
の
人
鴇
田
五
.郞
左
門
へ 

氏
等
連
年
の
：旱
害
を
蘧
い
：
；
.'.地
冗
草
刈
の
人
々
と
熟
議
を
遂
げ
、，.；時

< 0
.
 

.代
官
、
.高
室
淦
兵
衞
の
許
前
を
得
て
慶
長
十
七
年
五
月(

r

六
..ニ
.一
年)

’
 

よ
り
一R

和 
一

R

年
三
月(

一
六 

ー
3 £
$
'
ま
で
實
に
ー
? ;
ナ
ー
ヵ
月
の
長
年 

’
月
を
費
し
て
始
め
：て
‘竣
エ
せ
し
も
の
な
り
‘と
言

ぅ

。
.
然

る

に

其

後

大

雨

の 

爲
堰
堤
破
壊
せ
し
こ
.と
數
次
に
及
び
.た
る
を
以
て
、
水
下
各
村
よ
り
堰
普 

'
請

料

之

し

て

玄

米

；ー
ニ
百
俵
を
據
出
し
、
，
：
各

村

交

亙

に

修

繕

エ

事

を

負

擔

す 

る
例
な
り
し
：̂
、
明
^
十
三
年
以
後
水
下
#
町
村
の
懇
望
に
よ
り
1

事

.

新E

開
發
I
激
村
持
田
地 

.

は
草
刈
廐
の
擔
任
ず
み
所
と
な
り
以
づ
へ
て
今
日
に
及
ぺ
り」

(

同
、
八
四 

五
丄
ハ
頁)

：
と
み
え
でi

る
。

'

.,

.
,

，こ
の
機
な
市
原
郡
誌
の
記
述
を
立
證
す
る
も
の
と
し
て
、
上
述
の『

草 

別
村
榧
出
入
濟
ロ
寫
<—
第
六
葉
に
はT

來
る
寅
年
.よ
り
己
年
迄
四
力
年
季 

,に
|

壊
：ぬ

和

壹

ヶ

年

 
ーー、
- 8
米

？

丨.
損〕

三
亩
俵
明
キ
俵
三
千
俵
宛」

と
.み
え
朋
治
七
年「

.堰
普
請
所
御
見
分
願」

に

もr

普
請
料
沐
四
斗
入
三 

百
俵
空
裱
三
千
俵i

と
み
え
る
。
又
明
治
十
年
三
月
_十
五
日
の
- 1
爲
取
換 

約
定
書1

.1ー
ー
帖
中
ニ
帖
と
も

.—1
水
下
七
ヶ
邨
義
草
刈
邨
双
方
熟
談
之
上
來 

る
拾
一
一
一
年
よ
り
^

治

十

七

年

迄

滿

五

ヶ

年

之

間

草

刈

邨

江

堰

普

請

悉

皆

請
 

負
方
委
饪
可
仕
，

V.::

請
負
代
米
之
.儀
ハ
其
節
に
：至
リ
双
方1

囊
の
上
取
極 

:

め
敗
で
_爲
取
換
|露
書
可
仕
ル
.
：
：
..

」

' 
と
い
ぅ
如
く
市
原
郡
誌
のr

明
治 

十

三

赏

後

•：
：
.
lの
：記
述
を
裏
書
し
て
い
る
。

,

'

.
.，以
上
の
.如
くr

草
別
揠
用
水
に
よ
り
緊
密
な
關
係
を
も
っ
八
播
村
と
菊 

間
村
は
、
そ
れ
以
外
の
關
係
に
よ
っ
て
も
結
ば
れ
て
い
た
。
こ
，の
點
不
入 

斗
村
と
姉
ヶ
崎
町
と
の
關
係
に
類
似
し
て
い
る
。
...

■-
■こ
の
關
係
を
示
す
も
の
と
し
.て
、
嘉
永
七
甲
寅
年
芷
冉T

異
國
船
渡
來 

.付
諸
家
樣
方
御
通
行
に
付
大
⑽
㈣
お
々
よ
り
芷
入
畠
双

^
#
_

^
外
出 

府片諸事あり、

'助
鄕
勤
仕
に
關
しV

、

相
箄
に
結
び
あ

っ

て

い
 

た

.0
か
く
の
.、ご
，と
く
、
八
幡
村
は
房
總
兩
國(

上
總
下
總)

の
驛
場
に
當 

.

り
、
...
街
道
か
ら
入
り
こ
ん
で
い
る
。

お
は
疔
度
不
入
斗
村
が
姉
ヶ
崎
' 

町
に
.對
.し
.て
も
：っ
.て
い
た
と
同
樣
の
關
係
に
^
っ
.て
、い
た
。
勿
論
右
の
文 

書

の

：
主

旨

は

，、

'幕
末
に
於
け
る
異
國
船
の
渡
來
の
た
め
、
'房
總
の
國
防
上

•

九 

一

C

ニ
八
九)

psH

ISlf

锁

I p

f t ’、關

が 1 
や'?

n r\ v'-
つ :ニ ;

安

枝；：；：：：；̂
-;̂

^



( 元 和 六 年 河 缺 地 ） ;  ' (第 — 表 )

組 名
上 K 中 ®  ；

下 田

七 郞 左 衞 門 組  

夭 兵 • 衞 組  

孫 兵 組  

^ 郞 衞 P 1 組  

茂 右 顧 組  

次 郞 右 衞 門 铒  

與 兵 衞 與

反 畝 步

食  2 , 8 . 0  

合 .2 .. 4 . 3  

^ 1 . 9 . 2 1  

合  0 . 1 . 2 1  

合  0 . 6 . 1 2  

合  0 . 0 . 1 4  

合  0 . 2 . 0 4

ン .反 ' 部 步  

，合 1 . 3 . 0

合  0 . 2 . 6

合  0 ， * ^  4

合  0 . 7 . 8

合

合  0 . 0 . 1 1  

合  0 , 3 . 0 2

’ 反 . 鉍 . 步  

. 合  2 . 5 . 0

合  3 . 2 , 2 1

合 1 . 6 . 6

合 1 . 0 . 0

合  0 . ^ 1 0

合 1 . 6 . 0 3

合  5 . 0 . 1 3

繳 計

反 葫 步

7 . 6 . 1 5

1 反 软 步  

8 . 8 . 0

ィ 町 后 煎 P  

V  5 . 5 . 2 8

新 田 面 横
開 發

軒 數

1 反 3 軒

6  . 畝 ' 2 軒

4 — 3  献 .. 2 0 軒

2 — 1 畝 4 p 訏

2 9 — 2 0 步 1 ? 轩

1 9 — 1 0  步
. 贿

9 步 以 下 2 8 耔

の
i

が
增
大
し
、
交
通
頻
繁
と
な
っ
た
こ
と
か
ら
起
る
大
肋
鄕
の
紊
亂 

を
妨
止
す
る
た
め
の
.願
出
で
あ
り
、
寧
ろ
そ
の
こ
と
を
物
語
る
資
料
と
し
. 

て
趣
わ
る
べ
身
で
あ
る
。
' 

.

'

'

|
::
ハ
'

.
貨
租
、
，助
鄕
、
村
入
用
そ
.の
：i
c>
翁
建
的
氛
搶
を
.、
ぐ
も
し
へ

r

般
的
經
濟
'■ 

‘條
件
と
す
る
と
し
て
も
、
.土
||
を
も
'っ
：て
，
年
々
'草
刈
堰
ま
た
は
ホ
川
.
，
. 

生
，實
兩
溝
の
修
理
の
.た
：め
に
、
請
贫
人
が
そ
の
修
理
費
の
全
部
又
は1

部

. 

を
立
替
え
、
小
前
百
姓
に
至
が
ま
で
人
足
賃
そ
の
他
勞
力
を
提
供
す
々堰

：. 

堤

議

は

，
菊
間
村
そ
の
他
の
村
'々
■に
大
き
な
負
擔
.で
あ
っ
た
。
延
々
明

‘ 

治
年
間
に
至
る
ま
で
も
、
そ
の
請
負
に
關
し
約f
書
が
と
り
交
さ
れ
た
。

.

每
年
三
芘
俵(

西
甘
石)

の
.玄
米
、
.
.

〔

尙(

註
四)0
如
く
天
保
年
間
で 

は
、
' 八
幡
•
菊
間
兩
村
で
、
敗
堰
の
み
で
約
四
±'f

石
、
立
替
金
'(

利

, 

息
月
割
十
五
兩
.を『

双
利
串「

割
五
分
と
し
て
換
箅
し
た
.元
金
}
.
1
百
雨
に 

の
ぼ
る
と
思
わ
れ
る〕

、現
金
立
替
を
負
擔
す
る
こ
と
ば
村
方
の
經
濟
の
上 

に
著
大
.な
重
荷
と
な
っ
た
で
あ
ろ
ぅ
。.
殊
■に
> 
草
別
痕
が
一
兀
和〗

兀
年
三
月
. 

に
竣
工
さ
れ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、ニR

和
六
年
申
六
月
廿
六
日(

1

六
ニ 

〇
年)

.
' の
，菊
間
村「

關
代
河
缺
不
作
水
濕
之
帳J

で
は
第
一
表
の
河
缺
と 

び
田
五
町
四
反
四
畝
'§
ー
步
©

拾

1
石
六
斗
ニ
升)

.の
水
濕
不
作
地(

不 

作
米)

を
出
し
て
い
る
？
こ
の
ょ
ぅ
な
經
濟
的
負
擔
と
惡
條
件
の
も
と
で 

.

行
わ
れ
た
新m

開
發
が
、
決
し
て
大
規
模
な
.の
で
.あ
り
得
な
か
'っ
た
こ
と 

は
寬
永
八
年
未
九
月
廿
五
日r

新
田
檢
地
帳」

の
第一

一
表
が
如
實
に
之
を

物
語
つ
、て
い
る
。

第 二 表 :

三E

學
#
雜
餽
第
四
十
七
卷
第
三
號

,
 

九
ニ 

(

ニ
九

0)

■ysレ-,令!；!

气5 ネ\‘，ゾベリ'

，
第
一
一
表
の
：
面

賴

.はI

町
五
反
七
畝
拾
三
渉
で
全
部
下
田
で
あ
.石
。> 
こ
の
外
：
 

に
左
の
開
發
が
加
わ
り
、

■.
'
•
:.
'

.

-

'

•下

田

四

献l t
^ -
步 

：
:.
 
■午
.の
お
.こ
し
.
.
發)

'

下

出
11反

. ©
畝
廿
七
卜
.

5 ,
の
お
こ
し(

同
>
,
.

.

'.
下
田I

反
四
献
廿
3
步

，.未

の

お

：こ

し
.(

同)

"
':
-

'

:

.:

ソ 

..四

.ロ
合

'.
:
.
'■
,
•.

V 

.

■■
:

:,
:
':

V
. 

(

.
 

-;'■'
.
 

，(

下
田)

贰
町
赍
畝
4
1
ー
炎
、
'
と

な

：
る:°
外
に
下
畑
が
合
計
.
壹
町
六
..

畝
艾
步
ぁ
名

,0
--
-
'れ

^̂
^

■こ
■の
ょ
ぅ
な
開
發
が
小
前
西
姓
に
^ -
-C"

て
行
わ
.れ
た
と
と

は

、
.

開
發
軒 

數
：一
.四
.

の
ぅ
ち
四
畝
笔
の
も
の
.が
、
:
1〇
八
断
.(

約
七
.八
^)

:
を 

し
办
で
い
た
ご
と
、
更
に
小
前
下
層
が
約
そ
の
半
歡
を
.レ
め
.て
ぃ
る
こ 

ど
は
、
：廿
九
歩--

九
步
以
卞
於
七
屮
六
靳
あ
备
-と
か
ら
推
测
さ
れ
得
. 

る
。：從

•っ
'て
之
等
め
新
田
が
：、
必
し
も
、.
村
方
の
經
濟
ゆ
と
つ
て
ブ
ラ
ス 

に
f
ら
'&
か
づ
ゆ
-
.と
は
勿
論
、
.埴
修
理
に
も
む
し
ろ
マ
ィ
.ナ
ス
の
面
が 

G多
が
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
何
故
な
ら
V
.水
前
百
姓
に
.ど
っ
て
は
猶
作
面
積
. 

い

が

た

.め
自
0
0:
勞

樊

を

そ

：の
耕
作
地
に
洤
部
货
化
心
き
れ
ぬ
煬
；
 

、合
仁
ヽ
ヽ
始
め
ズ
新
田
開
發
の
意
義
が
發
生
す
る
众
民
へ
草
別
榧
並
ザ
に
® '
: 

實

,»
中
)1
|
'兩
溝
堤
.の
修
理
は
、
^
業
.最
中
'で
も
之
舍
行
わ
ね
ば
1な
ら
ぬ
.竭
，
 

，
緊
袈
の
も
の
で
あ
り
、
そ
の
相
對
的
な
餘
剩
勞
働
力
も
、
こ
の
條
作
の
も 

.と
で
は
新
田
耕
作
の
た
，め
に
確
保
し
.得
ら
れ
な
か
'.っ：た
■と
思
わ
れ
る
か
ら 

で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
榧
修
理
遂
行
に
と
っ
て
も
、
新
田
は
作
業
の
圓 

消
を
妨
げ
こ
そ
す
れ
、
決
し
て
之
を
推
進
す
る
要
內
た
り
得
な
い
。

前
述
の
小
前
百
姓
と
大
！

m

姓
の
木
和
、
融
和
は
日
常
的
な
も
の
だ
と
い

、

新
田
®

と
‘
惣

村

特

田

地

 

'

、

う
こ
と
'は
、
問
題
が
こ
の
よ
う
に
緊
迫
し
具
體
化
し
て
く
る
と
、

こ
こ
で 

始
め
て
、
' そ
の
重
要
拽
を
獲
得
す
る
の
で
あ
る
。
®

田
の
總
面
積
は
約 

ニ
町
.に
ず
ぎ
^.
、
し
か
も
殆
ん
ど
が
ー̂

以
下
の
も
の
で
、
.
一
畝
に
宠
な 

ぬ
^
,の
が
そ
の
半
數
を
古
め
、
さ
ら
に
そ
の
全
部
が
下
田
で
あ
る
と
す
れ 

:

ば
、
；村
*'
全
體
必
經
濟
的
見
地
か
ら
す
を
之
、
.：寧
ろ
五
町
步
に
苴
る
水
濕 

.

地
.

を
水
称
濯
概
設
備
の
增
，强
に
よ
つ.て
.改
善
し
た
方
水
遙
か
に
有
利
な
窖 

で
..
あ
る
。
じ
か
し
乍
ら
ぐ
現
實
が
要
衆
す
る
も
の
は
、
よ
り
切
實
な
利
害

. 

儲
係
で
あ
^

た
と
え
不
利
だ
と
し
て
も
な
お
、
小
前
节
性
が
肓
目
的
に 

自
已
の
耕
地
邴
積
を
ニ
步
で
も
擴
大
す
る
と
い
う
結
果
に
な
つ
て
い
る
。

:

,寬

永

貳

骀

眞

库

月

廿

四

日

「

上
總
國
沛
原
郡
菊
間
篇
田
檢
地 

:帳
.

T

に
よ
.れ
ば
i.
:;

「

E
畑
合
寰
町
W
反

六

畝

洽

甕

麻

、
，
佌

高

六

^

八

斗

九

升 

;六
合」

'.
'と
：見
え
：，
そ
の
新
田
所
有
軒
數
は
六
十
九
軒
に
減
少
し
、
こ
こ
で 

も
，、
新
田
の
歌
併
. ©
,傾
向
が
あ
.ら
わ
れ
る
が
、
五
ロ
合
せ
.て
も
.一
反
步
に 

.滿
た
.ぬ

1 .
.う
な
新
田
..の
性
裕
...
と
、
.
.
.
そ
の
全
部
が
下
田
、
■.
下

畑

.で

あ

る

こ

と
 

か
ち
も
て
、
ぢ
の
絕
對
賦
稹
が
寬
永
八
年
：
^

六
1
1ニ)

年
¥

二
1ー
啦

八

畝

か

ち

約

三

分

の

ニ

」

に
.滅
少
し
た
事
に
.よ

つ

て

示-$
:
れ

る

よ

う
 

に
、一
開
懇
田
畑
の
@ *
然
放
棄
^
並
び
、
.'他
人
へ
.：の
.移
_
が
行
わ
れ
た
も
の 

と
推
定
さ
れ
冬

:;
..尤
も
、
へ
寬
永
.！<
年
：の
新
2

^
帳
で
'の
太
夫
- :
-
郞
右
衞

. 

門
の
如
き
は
七
ロ
合
吨
て
下
田
ニ
反
八
畝
：

1.

三
：步

を

所

持

し

て

お

り

、
.
寬
 

永
廿一

年
の
同
帳
に
み
え
る
次
郞
右
衞
門
も 
一：.：ロ
.で
約
威
反
八
畝
S '
ハ
步 

(

分
米
ニ
石
ニ
斗
ニ
升
一
合)

の
田
地
を
も 

'つ、て
い
|>
.
.
.
こ
：ど
と
、
同
八
年 

に
み
ら
れ
る
四
郞
右
衞
門
は
下
田(

六
ロ)  
：
 

0
锨

十

七

步

、で
，あ

る

が

、
.
同 

廿
一
年
に
は
田
合
三
畝
廿
步(

分

米

试

斗

五

：升

：七

合

〉

で

あ

る

等

、

ほ

ぼ

」

，

.

九
三

，
0
ー
九
1)

-

■
.
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^
?
J

{%>

!i

.

三s

學
^

第
西
十
七
卷-

第
三
號

不
變
又
-は
若
干
の
減
少
を
示
す
に
す
ぎ
ぬ
#
4
nも
み
ら
れ
る
の
で
、

一
般 

的
に
斷
定
す
る
こ
と
は
出
來
ぬ
が
、
所
有
者
の
名
が
ほ
と
ん
ど
變
つ
て
い 

る
の
で
、
そ
の
i

は
た
ど
り
に
く
い
。

.

菊
間
村
の
村
高
に
つ
い
.て
の
變
遷
は
次
節
の
S

ハ
で
示
し
て
お
く
が
、
 

か
か
る
知
@

の
中
で
、
、菊
間
村
が
堰
溝
地
の
た
め
に
提
供
し
た
地
積
は 

傾
少
で
あ
り
、
ま
た
知
行
地
、-
知
行
高
に
對
し
て
新
田
の
占
め
る
意
義
も 

撤
少
な
も
の
で
あ
っ
た
。
田
畑
合
約
一
町
約
，一
町
ニ
反
、
此
高
約
七
汩
を 

前
掲
の
約
三

百
九
拾
四
石
の
知
行
高
、
田
畑
合
約
四
拾
町
の
知
行
面
積
に 

較
べ
れ
ば
、
數
字
の
示
す
錯
誤
を
考
慮
し
て
も
、
尙
明i

E

で
あ
り
、
且
つ 

新
田
が
小
前
西
姓
に
對
し
て
、
又
は
中
堅
層
に
對
し
て
も
つ
意
義
が
僅
少 

..で
あ
つ
た
こ
と
を
考
慮
す
れ
ば
.な
お
1
'層
具
體
化
す
る
で
.あ
ろ
ぅ
。
.

-
S

尙
以
上
に
取
上
げ
た
新
m
開
發
と
次
節
に
扱
ぅ
入
鈐
地
に
關
し 

.

て
は
同
じ
く
上
總
國
市
原
都
妙
香
村
に
お
け
る
.「
入
會
地
と
新
闲
開 

發」

に
-H
及
3
れ
た
野
村
雒
太
郞
博
士
の
-.
ル
，̂
に
と
む
論
玫
が
舉
げ 

ら
.れ
る
。

(

隨
绝
文
化
雄
設
所
收)

た
だ
吾
々
•の
扱
っ
た
資
料
で
は 

必
し
も
雨
洛
の
關
連
が
明
瞭
に
か
た
ら
れ
て
は
居
な
い
.。

、

三

惣

村

持

田

地

—

新
m
開
發
が
必
し
も
作
農
家
別
に
行
わ
れ
な
か
つ
た
こ
と
を

示
す
も
の 

と
し
て
、
又
は
新
田
開
發
が
封
建
的
領
有
關
係
解
體
に
際
し
で
と
つ
た
特
‘ 

殊
な
形
態
と
し
て
、T

起
返
地
1
筆

限

取

調

屬

」

，
’

* 8
三
.十
©
區1

畫

、 

市
原
郡
、
'菊
間
村)

：
が
み
ら
れ
る
.0
尤
も
、
ズ
會
地
が
惣
村
持
田
地
.と
し 

て
開
ら
加
れ
た
場
合
、
假
令
所
翁
權
が
懸
村
捋
で
あ
つ
て
も
、
そ
の
谷
持

.
九

四

0
ー
九
5

.分
が
各
個
：の
農
家.に
歸
屬
ず
る
こ
と
は
常
識
：な.の
で
、
'惣
村
持
田
卽
共
同 

開
懇
と
速
斷
す
る
こ
と
は
危
險
で
あ
る
が
、
明
治
の
變
革
期
に
常
つ
て
、 

.入
會
地
に
隱
田
若
し
く
は
荒
田
が
起
返
さ
れ
？
之
が
地
券
交
附
の
對
象
と 

な
'つ
た
こ
と
が
同
帖
の
後
書
に
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
.「

右 

者
別
服
ヲ
以
奉
願
樣
無
願•=
;
而
酒
井
な
と
仕
貢
租
辯
納
仕
來
候
地
所
之
內 

- 1

有
之
逍
：々

丹
誠
ヲ
以
前
書
之
反
別
起
返
罷
在
外
間
今
般
地
券
御
渡
ニ
付 

一.筆
限
併
卽
今
.適
當
乏
_

金
取
調
姊
處
書
面
之
通
相
違
無
御
座
外
以 

上
，

t.

と
の
べ
ら
.れ
て
い
る
。

同
帖
に
は
年
代
の
記
述
を
缺
く
が
、
地
主
へ
の
地
券
交
附
は
明
治
六
年 

(
T

八
七
三
年)

地
租
改
J E
條
例
に
依
つ
て
實
施
さ
れ
た
の
で
、
同
年
若 

し
.く
は
若
干
年
後
に
當
る
: %
の
と
考
え
ら
れ
る
。
さ
ら
に
同
帖I

T

頭
に
は 

n

、
田
反
別
六
反
貳
m
拾
六
步
菊
間
村
字
北
戶 

丫
此
地
代
金
六
拾
四
兩
贰
朱
並
辯
才
天
兩
酒

井
之
：

2

起
返
之
- 

,

. 
,
■-
:

.
分

'—

と
み
え
て
い
る
0 

,
.
と
.こ
ろ
で
、
と
の
辨
才
天
は
菊
間
區
の
南
方字

！!

ギ
に 

接
し
た
地
域
•に
常
る
。
こ
の
辨
才
天
の
名
は
お
そ
ら
く
北
斗
溜
池
附
辨
才

- 

(

K
七) 

ジ
ョ
ゥ
ゴ
ゴ

天
池
か
ら
と
ら
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
北
戶
は
あ
て
字
で
漏
斗
の
斗
か
ら 

.轉

.じ
た
•% -
め
で
あ
る
。
：
.
.
.
.

.r
起
返
地
取
調
帳」

に
.み
え
る
起
返
地
が
、
水a
と
し
て
開
發
さ
れ
得 

た
の
は
恐
ら
く
こ
の
よ
う
な
水
利
に
恵
ま
れ
て
い
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
次 

ソ
に
、

こ
の
一
筆
限
り
の
地
積
と
金
額
が
宇.
北
戶
に
つ
き
廿
三
：筆
、'辨
才
天
. 

に
つ
き
十
：七
筆
'.
.

■ 

■
.
 

, ,

■■ 
■
 ■

字

北

戶

..

「

一
田
九
步 

'  

パ

惣

杓

持
 

此
地
代
金
二
分
朱

字
辨
才
天

.
田
拾
五
步
.

惣
村
持
，
 

此
地
代
金
一
雨
一
分
ニ
朱
'
.

字
辨
才
天

.

一
.田
甙
畝
步 

惣
村
持 

■
:

.

-此
地
代
金
贰
兩
三
分一

朱 

.

.

_L  

の
如
く
に
記
載
さ
れ
て
い
る
が
、
何
れ
も
零
細
な
も
.の
で
あ
る
。
-

'  

し
か
し
乍
ら
、
近
代
的
所
有
權
は
右
の
村
惣
有
田
地
を
全
く
分
裂
せ
し 

め
、
'想
村
特
の
隱
れ
蓑
か
ら
お
い
出
す
と
い
ぅ
感
を
い
だ
か
し
め
る
。
年 

代
め
.明
記
を
缺
く
がT

共

有

地

分

裂

地

引

帳

，
一

(

菊
間
村
、
小
出
修
平
外 

瓦
八
拾
名)

•に
ょ
.れ
ば
、
辦
才
天
.並
び
..に
北
斗
區
に
竹
、
.辨
財
天
に
廿
四
.
 

號
、
同
字
辨
財
天
#
外
に
三
番
、I
字
下
北
斗
に
拾
五
號
，
計
四
ニ
號
の
土
. 

地
、
計
.

m

町
九
反
三
献
廿
涉
が
私
有
地
にi

化
し
だ
こ
と
を

明
示
し
て
い 

.，る
。
勿
論
、
想
村
持
の
起
返
地
が
當
然
こ

0 ,
g
部
に
含
ま
れ
て
い
た
と
し 

て
も
、
.「

六
反
.ニ
畝
拾
六
步」

.の
，田
地
が
.— 1
起

返

地

：一

筆

限

取

調

帳

」

の 

願
人
，の

—.
人
小
出
修
平(

戶
長)

.
の
用
い
.た
法
律
の
手
段
に
ょ
つ
て
、
急 

速
に
そ
の
起
返
の
擴
張
が
行
わ
れ
た
と
は
考
え
•ら
れ
な
い
。
，
お
そ
ら
く
、
 

小
出
- ^
乎
の
氏
名
が
見
出
さ
れ
る
以
上
、，
極
め
て
兩
文
書
の
年
代
は
接
近 

.じ
：
て

：い

る

と

考

え

ら

：れ

る

の

.で
、
ま
す
ま
す
、
'
:惣
村
持
0
.
.

「

六
瓦
1
ー
畝
拾

新
田
開
發
と
您
村
持
田
地
丨

'

.

•

.

六
步j

と
、
せ
ハ
豸
％
分
裂
％
91
の

「

ーー.砑
九

5

蔽
廿
步」

の
差
が
顯
著 

に
考
え
ら
れ
る
わ
.け
で
あ
る
。
地
券
下
附
に
成
功
し
.た
戶
長
小
出
修
平 

が
、
外
百
八
拾
名
の
村
人
の
名
に
お
.い
て
懸
村
持
地
の
分
割
を
強
行
し
た 

と
も
考
え
ら
れ
'る
の
は
、
同
人
の
辨
才
天
番
外
i t
番
地
に
つ
い
て 

- 1
荒
地m

畝
拾
五
涉
小
出
修
平

九
坪
 

外
百
八
十
人

,

.

.廿
四
坪
四
合

.

*
.

,

六坪四合

 

——

兰

坪

六

合

..

九
坪
八
合

. 

. 

>

八
坪
八
合 

.

入
坪
九
合
六
勺
-•

.

拾
坪
三
合
七
勺
五
才 

.

拾
ニ
坪
四
合
五
勺
：
.
.

三
坪
六
合 

•

■七
坪
養
合
.五

夕

.ン

.

'

パ
' ,
四
議
合
一
.一
勺
.五

才

.

.
 

.

合
百
五
坪
七
合
六
勺
‘」  

，

と
記
さ
れ
て
い
.る
.こ

と

か

ら

見

て

、
.'百

八

十

名

の

百

姓

が

撤

か

三

敏

十

五 

步
の
地
.に
よ
づ
：.て
：潤
ぅ
と
は
到
底
考
え
ら
れ
ず
、
.又
戶
長
が
い
か
に
名
菌
. 

の
人
で
4
っ
.て
‘も
、
右
の
村
民
達
が
"
之
に
直
接
經
濟
的
利
害
關
係
を
も
.
 

ち
得
た
と
は
思
わ
れ
な
い
か
ら
で
あ
る
。、
共
有
地
の
分
®

ば
何
れ
も
荒 

田
で
あ
り
、
#
人
の
所
有
田
が
八
畝
、
，九
畝
、

一
反
と
い
ぅ
よ
}
に
想
村

>  

■ 

,

九

五

£

九
三)

興ニ



一一1
W學
會
雜
誌
第
四
十
七
卷
第
三
號

持
の
田
地
の
地
桢
と
は
比
較
に
な
ら
ぬ
程
の
胺
さ
を
し
め
し
て
い
る
。
尤 

も
、
分

爾

の 

一,

■

の
地
锁
は
罾
ぼ
ま
i

な
も
の
で

あ

り

、

_

村

持

の
 

一
筆
の
地
と
大
差
な
い
が
、
何
れ
に
し
て
も
そ
の
面
稍
の
擴
大
は
惫
連
で 

.ぁ
っ
た
。 

I
 

.
 

へ
 

と
こ
ろ
で
、T

菊
間
邨
、
惣
村
持
|
讓

康

^J

に
ょ
れ
ば
、
.

'

A
十
七
#

■

H

 

-

.

.

:持

主

.

：

.

:
 

r

一
 

田
奪
I

畝

步

四

枚

.

“
 

，

W V
出
修
平 

、

-

' 

.

.

. 

,

一

外

西

十

人

•

宵
廿
六
,
 

-
 

字
蛇
崎
八
汩

：

.
一

田

贰

反

壹

畝

十

一

步

•

I

 

(

貼
紙
抹
殺)

」

と

右「

懸
村
持
改
K
反
別
簿J

の
胃
頭
に
、
三
度
小
出
修
平
の
名
が
そ
の 

村
尻
拾
名
と
と
も
に
現
わ
れ
て
く
る
。
前

揭「

共
有
地
分
裂
地
51
帳」

；
の 

祗

地

は「

三
千
六
1 |
洽

ー

骄

ノ(

字
辨
才
天)

播
外
戴
游」

.

で
あ
っ
た 

が
、.字
名
が
異
り
、
#
地
も
異
り
、
且
っ
南
帳
簿
の
所
有
者
名
が
小
出
修
、
 

平
以
外
は
全
然
合
致
せ
ず
、
'

「

改
I H
反
別
簿J

で
明
記
さ
れ
た
所
有
者
は
、
 

前
記
小
出
修
平
の
外h

k

沏

小

源

左

、

長
ハ
合
键
吉
、

.

：

戒
r f
寺
i

M O
1—
.
と

.い 

ぅ

ょ

ぅ

に

記

さ

れ

、

持

、
：

;i-
不
明
ニ
名
が
記
さ
れ
て
い
.る
。
し
た
が
づ
て
、
 

兩
帳
簿
の
筛
地
及
ぴ
所
有
者
か
レ
そ
の
內
容
が
ー
變
し
た
感
を
ぅ
け
と
る 

の
'で
あ
る
が
、
し
か
し「

改
IE
反
別
^」

で
記
戴
さ
れ
た
|1
#
|

別
の 

合
計
三
町
一
反
九
献
十
九
步
三
M

A

毛

は「

^
有
地
分
裂
地
9

[
帳」

の
三

九

六

'
0
1九
3

町
九
反
三
畝
廿
艰
に
ほ
'ぽ
合
致
し
て
.い
る
.<
»
、(

以

下

r

共

有

地

.分

裂

地

引 

帳」

を

A
帳

「

惣
村
持
§
正^g

簿」

を
6
簿
と
名
付
け
る
。

)

A
帳
で 

は
！T

頭
に
夫
メ
'字
辨
才
天
#
内
、
番
外
、
T
北

斗

、
：
字

西

先

下

と

，記

さ

れ 

る
の
み
で
、

一.
筆
毎
の
字
名
な
く

第
何
號
を
も
っ
て
記
さ
れ
て
い
る
の
み
. 

で
、

ー''
-々

字
名
が
記
戴
さ
れ
て
い
.だ
い
の
.に
，、，
B ;
親
で
は
克
明
に
字
名
が 

記
ざ
れ
、
.辨
ポ
天
、
下
北
斗
、
西
、
：
先
下
の
字
名
の
外
に
前
記
南
®

、
 

蛇
崎
八
石
、
東
久
保
、
.子
母
田
、
向
原
の
字
名
が
追
加
さ
.れ
て
い
る
。
そ 

し
て
、
六
ニ
ロ
の
反
別
0 -
數
中
追
加
字
名
の
も
の
は
、
•廿
八
ロ
を
占
め
て
. 

い
る
の
で
、
右
の
.い
わ
ゆ
る
#
外
の
地
が
新
た
に
明
記
さ
れ
た
と
も
考
え 

ら
れ
る
。

.更
に
、

A
帳
で
は
全
部(

內

1

口
荒
地
、

1
.

口
荒
地
抹
殺
荒 

田)

で
あ
る
が
、

6
簿
.で

は「

田
"
荒
地
、
芝
地
、
宅
地
跡J

と
明
記
し 

て
あ
る
。
B
簿
第
八
葉
に
ば「

明
治
壬
申
ノ
年
ヨ
リ
起
返
シ
願
置
居
分」

. 

と
み
え
る
の
：で
、
少
く
と
も
地
券
發
布
の
.前

年(

明
治
■五
年)

以
降
の
も 

.

の
と
推
：定
さ
れ
、
又
明
治
八
年
に
當
地
で
地
租
改
3 H
が
行
わ
れ
た
と
す
れ 

.ば
、
そ
の
^
後
の
：帳
簿
と
考
え
ら
る
が
、
.之
以
外
年
代
の
明
記
を
缺
く
。
 

以
上
の
こ
.■と

が
ら
.、

A帳
記
戴
外
の
も
の
が
B
簿
に
あ
ら
わ
れ
た
と
し
て 

:

も

、

證

券

面

記

戴

地

積

は

む

し

：ろ

B
簿
が
減
少
し
て
い
る
の
で
、
荒
地
放 

棄
が
起
り
こ
そ
す
れ
、：
そ
の
逍
加
は
-織
少
な
も
の
と
言
わ
ね
ば
な
る
ま 

い

。
<
帳
.が
小
出
修
平
外
百
八
拾
名
の
共
有
地
分
裂
地
引
.の
要
求
に
ょ
っ 

て
作
成
さ
れ
た
時
、
そ
の
持
主
と
し
て
の
氏
名
の
記
戴
は
便
宜
的
な
も
の 

に
す
ぎ
ず
、
.小
掛
修
平
外
百
八
十
名
は
荒
地
三
畝
拾
六
步
の
持
主
と
し
て 

し
.が
も
^
ら

わ

れ

ぬ

.
，
が

、

B
簿
で
.は
、
.持
主
と
明
記
さ
れ
た
も
の
は
小
出 

修

乎

外

百

八

十

名

で

，あ

り

、
.，
地

は

'

「

天

羽

小

源

太

地
尻
、
：長

谷

川

源

七

地

: -

尻」

-の
如
く
；「…

…

地
尻1

と
し
て
し
か
記
さ
れ
て
い
な
い
。
.

:.
へ
 

.以
上
の
こ
と
.か
ら
.推
定
さ
れ
得
る
'こ
と
は
、
共
有
地
が
地
租
敗
芷
に
際
;
: 

し
て
そ
の
所
有
關
係
を
明
確
に
す
る
と
と
.を
迫
ら
.れ
、：

一
腱
所
有
者
名
を 

.
屆
け
出
で
て
地
券
の
交
附
を
ぅ
け
た
が
、
當
然
地
價
の
吉
分
办
ニ
の
观
税
:-
.

冷
拂
わ
ね
ば
な
ら
ぬ
の
.で
、
辛
じ
て
i

の
と
れ
る
以
外
の
地
は
荒
地
又
/

" 

.
'は
芝
地
と
し
、
各
擔
税
寶
住
者
の
氏
名
を
そ
の
都
度
屆
け
W -
で
た
も
の
と
.-
.;  

港
え
ら
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
B
簿
の
い
わ
ゆ
る
，

「

外
百
八
十
人」

の
氏
.
'.
,
1 

名
は
、
小
出
修
平
に
ょ
っ
て
代
表
せ
し
め
ら
れ
た
も
の
で
あ
ろ
ぅ
。
：し

た

. 

が
っ
て
、
B
簿
記
齓
の
务
氏
名
は
小
出
修
平
を
加
え
.

H

必
し
も
百
八
十
名
-

, '
: 

に
達
す
る
必
要
は
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
し
た
が
づ
て
、
.、ま
た
丑
簿
記 

'戴

の「

一
'

田

壹

反

戴

畝

街

 

一
、S

藍

.一
畝
步」

.
'は
、
.法
的
.に
’は
小
'
:
, 

'

出
外
百
八
十
名
•の
所
有
と
‘な
つ
て
い
る
が
、
，何
も
こ
の
.地
積
：に
限
定
さ
れ
.
.

る
こ
と
は
な
く
、.百
/ \
十
名
は
、
惣
村
持
地
.の
受
益
者
金
員
に
關
す
る
數
シ 

字
で
あ
つ
た
と
思
わ
れ
る
。.

v

し
か
し
乍
ら
、
地
租
負
擔
者
は
明
ら
か
に
さ.
 

れ
ね
ば
な
ら
ぬ
の
で
、
そ
の
茴
で
他
の
地
租
負
1

と

並

ん

，
於

小

出

修

平 

外
百
八
十
名
が
、
夫

.々の
地

積

の

擔

税

者

と

同

じ

資

格

§

、
，
.
有

1_1

口
合
三
..
 

，
反

三

畝

十
.一
步
の
持
主
.と
し
て
記
戴
さ
れ
た.の
で
あ
.ろ
ヶ
。
B
簿
の
識
券
，';
.
 

面
記
戴
の
反
別
に
は
改
正
反
別
が
す
べ
て
並
記
さ
れ
て
居
り
へ
'卷

末

に

•
,

.
「

合
計
反
別
三
町

.壹
反
.九
献
十
八
步
三
厘
，
 

■

:

改
反
別
八
町
貳
反
六
畝
.
：ー
5 -
八」

..

.べ 

と
記
さ
れ
て
い
.る
こ
と
か
ら
、
明
ら
か
な
ご
と
く
、
.
.
大
部
分
の
改
正
反
別.V  

.
は
%
加
し
修
正
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
乍
ら
、
小
出
修
平
外
百
八
拾
名
の
，

:

前
記
反
別
は
、
證
卷
面
反
別
の
記
戴
も
な
く
、
.從
っ
て
改
芷
反
別
の
記
’戴

,

新E

開

發

と

惣

村
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者
俵
代
共
1
1.前 

茴
迄
請
取
巾
間
敷
外
樞
代
米
引
取
卟
節
相
立
替
金
不
殘
差
引
勘
定
仕 

外
而
代
米
殘
外
得
苕
相
面
割
い
た
し
可
被
下
外
若
シ
夂
双
^

一一
 
_定
成 

兩
人
共
.難
儀
仕
は
ば
其
節
割
合
テ
而
差
出
‘し
可
中
外
。
爲
後
日
連
：湘 

仕
外
。
仍
而
如
件
。

天保
！！

一
辰
疋
月
 

，

林
右
衞
門(

外
四
名)

I
、

米
七
依
很
米
II
I
猞

4

一
 一

人
分■

.

.

1

、
米
三
侬
下
請
人
分

與
惣
右
衞§：

, 

同
下
請
人

利

左
衞

•
、
米
六
依
請
負
人
分 

• 

■

, 

四
郞
左H

門 

年
々
菊
間
村
八
幡
村
兩
村
年
预
錢
侥
着
半
分
之
割
合
ニ
可
仕
外 

取
代
米
兩
枓
分

四

斗

./
\
九

拾

俵

• 

f j
俄
七
西
五
拾
俄

^
0

0-

.

,

/

nr
取
分」

V

'.
'.

 

き

.五

.

)
「

乍
.1

#
付
奉
願
上
外
：

.上
：總
國
市
原
郡
八
幡
村
幷
同
村
定
助
鄕
.五
ヶ
村
惣
代
#
右
八
幡
村 

.名
主
德
右
衞
^
奉
中
上
外
當
村
之
.儀
潑
爵
總
兩
國
驛
揚
.
1
1.而

大

御

通
 

行
之
節
者
定
助
鄕
'五
.ヶ
村
之
外
同
都
郡
本
村
藤
井
村
山
田
檫
村
极
田 

村
能
i

山
木
村
荻
作
村
葉
地
村
勝
間
村
加
茂
村
惣
社
村
右
拾
甕
ヶ 

:
村
大
助
鄉
と
昌
ひ
都
留
大
御
通
行
之
節
者
右
拾
壹
ヶ
村
江
人
馬
觸
當 

>旣
产
去
a
年
肥
後
守
樣
御
通
行
之
節
も
：

.ベ

;
:

御
印
、狀
預
戴
右
村
々
ょ
、
p
呵
相
勤
分
八
幡
村
幷
宠
助
，鄕S
ヶ
村
ー
一
而 

.
人
馬
厘
上
ク
を
以
後
割
合
賃
銀
受
取
無
差
支
御
用
相
難
來
外 

'處
此
度
異
國
船
渡
來-
'

付
御
通
行
多
迚
茂
八
幡
村
拌
定
助
鄕

M
.

ヶ
、杼 

.，
二
而
者
相
勤
兼
外
間
是
迄
之
通
大
爾
鄕
拾
壹
ヶ
村
江
.

御
印
狀
奉
願
上
度
存
昨
得
共
急
場
么
懺

 >i

而日々
差友御印狀ノ 

:
頂
戴
願
仕
外
—者
日
合
茂
相
掛
リ
雜

11.

右
拾
豎
ヶ
村
，之
.者
共
平
日
之 

_

.御
通
行
に
^
寄
正
人
馬
不
差
出
者
眼
前
之
儀
左
外
而
者
差
當
勤
續
邊

_ 

',
寳
一
一
御
差
束
ラ
相
ぽ
罾
恐
入
難
濉
至
極
仕
外
間
異
國
船
渡
來
中
者
御

■

 

出
被
成
下
大
助
鄕
拾
壹
ク
材
之
者
共
典
人
馬
差
支
ニ
不
相
成
樣
御
繼 

.立
方
仕
度
奉
致
外
間
以
；

御
慈
悲
急
速
御
出
役
之
上

f

差
圖
被
成 

下

©
外
様
奉
願
上

j 

S
 
六)  

' 

•
.
 

'

明
治
甙
年(

一

六
五
六
年)

上
總
國
布
原
郡
菊
間
村「

田
畑
屋
敷 

改
之
帳」

(
七
郞
右
衞
門
在
判
、
惣
百
姓)

K
よ

る

と

.

「
1
、

本
高
合
.

n}.
百
六
拾
四
右
贰
斗
贰
升
丸
合
！

11

勺
1

、
振
リ
高
合
'
 

三
拾 

'石
或
斗
；三
升
六
合
三
勺
•

.

..

、ニ 
ロ
高
合
：三
百
九
拾
四
石
四
斗
七
升
四
句
/
.

右

之

外

：..

： 

r 

'

 

高
五
石
五
斗
贰
升
九
合
六
勺
、
他
領
ょ
り
可
渡
高
內
高
戒
石
九
斗
■
 

.七
升
考E

中
前
分
但
百
姓
ニ
人
分
下
畑
九
反J

畝
拾
贰
步
是
ハ
田
申 

前
之
反
.@
*

二
テ
御
座
^

.您
高
合
四
百
石 

一
、
下£

八
畝
廿
叫
步 

水
滿
し 

、

上
田
贰
町
九
反
壹
畝
廿
四
步

.
內
贰
反
八
献
四
步
ハ
堰
溝
堤
.

1

一
な
る
'

.

殘
而
戒
町
六
反
ー
11セ
廿
步

.
中
田
六
町
七
反1.

畝
八
步
-

/
'
.

.
內I

反
•.五
セ
'I

步
ハ
'右
同
斷
：.  

.
 

殘

而

六

町

五

反

六

畝

七

步

/ 

,
 

'下
田
合
^
拾
四
.町
七
献
拾
步

.

.內
賫
町
六
反
七
セ
七
步
ハ
抿
地
！

1

被
入
永
不
作 

、

殘
而
廿
三
町
一
.

11

步 

パ 

' 

,:
.

卫
畑
合
.

I

町

九

反

八

畝

ニ

步

，
.
，
：

中
畑
合
三
町(

五
反)

-—
•畝
十

九

歩
'

'

同十

一

步ハ堰地

I

ー
此
分 

，

警
三

町

五

反一

畝
八
步 

.  

下
畑
合
拾
ニ
町
八
反
1>畝
十
三
步

內
一
反
'八
セ
廿
ニ
步
堰
地
永
不
作

ir

成
ル

,
新
田
開
發
と
“惣
村
持
田
她

殘
而
拾
贰
町
六
反
ニ
畝
廿

一

步

：

■.
■-:
'

屋
敷
合
八
反
贰
拾
四
步
,

.

•

'

.

.三
口
田
合一ー一

拾

貳

町

貳

步

■

'■
'

-
ロ
畑
合
.
拾
八
町
一
反
ニ
セ
三
，步」

i
な
っ
て
い
る
。

.
Cの
村
高 

は
天
保

〖1

卯
年

(
r

八
三
：ニ
年

)

十
二
月

「

上
總
國
市
脱
郡
下
總

.
 

國
豐
田
郡
之
內
鄕
村
高
帳」

(

長
田
幾
.之
助)

で
，は

.

「

上

總

國

市

原

郡

■

'

「

高

.四
百
九
石
一
一
一
升 

，.
菊

間

村

.

內
ノ
四
，百
石
，

.

'

納

领

高

'

.

,:

.
九
石
三
'升
.

込
高」

と
み
え
、
.外
に
前
掲
の
酒 

井

兵

庫

助

、
；
筒

井

伊

焚

守

、

杉

浦

與

一

郞

、
.:
佐

々
源

左

エ門
、
富
永 

啓
太
郞
の
知
行
が
ぁ
リ
、
又
酒
井
兵
庫
助
知
行
阶
內
に.

「

御
朱
印
地 

八
幡
社
領
、
.
.高
^
拾
石」

•が
ぁ
る
。
之
は
天
保
八
年(

一
八
三
七 

年
>
'へ
の
：「

上
總
國
市
原
郡
之
內
鄕
村
高
帳」

ハ
員
田
幾
之
助)

で
も 

「  

,

'

.
菊
間
村
.

.

1.

高
四
百
.九

右

三

升

-

'
:
.九
石
..'三
？

R
^

:

.

.

四
百
'石
伹
.シ
三
百
六
拾
四
石
.ニ 
5
1
升

九

合

ー

勺-$
尚 

i
l
石
.

11

斗

三

升

I

合

三

勺；:
.

振

高 

五
石
五
斗
ニ
升
九
■合
六
勺 

振
高
.

/
小
物
成
無
御
座
如 

，

、
；

永
納
無
御
座

.̂. 

.
•
.

右
上
納
辻
箇」

と
み
え
、

又
同
帳
記
載
の
天
. ^
九

年

十

一

-

1

0L 

.(

ニ 
九
九)

■i-#

!U；
レ
iir,



,

s

s

s

^
第
四
十
七
卷
第
三
號

年
、
十U

年
のs

畑
定
免
納
辻
は
三
.百
五
十
表(

但
し
四
斗
入
延
ロ 

共)
と

記
さ
れ
て
い
る
。，

弘
化
五
年(

一

八
四
八
ハ
ヰ)

並
び
に
安
政 

七

苹(
1

八
六
0
年)

の
宗
鬥
人
別
帳
に
は
菊
間(

本)

村
が
長 

(

永)

田
婊
太
郞
の
知
行
所
な
る
こ
と
が

明
記
さ
れ
て
い
る

の
で
、
 

鄕
村
高
帔
記
載
の
.四
百
九
石
三
升
は
長
田
雜
太
郎
の
知
行
分
な
る
.と 

.と
が

■確
認
さ
れ
る
。

(

註
七)

：

.
 

.
 

r

市
原
都
誌」

は
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
.、

「
XT

の
.雨
溜
池
は
元
和
元
年
、(

一
六
一
五
年)

中
に
本
田
が
旱
魃
し
て 

述
平
收
糙
の
減
少
す
る
の
を
案
じ
て
之
に
潲
漑
す
る
た
め
に
、
特
に 

本
.田
で
あ
つ
.た
土
.地
を
潰
し
て
溜
池
と
し
、
こ
の
地
石
高
三
十
--石 

.五
斗
四
.升
七
合
七
.勾
を
給
水
を
受
け
る
本
田
合
反
別
十
町
.

一

反
八
畝 

十1

步
四
屯
の
土
地
に
振
高
と
稱
し
て
、
高
石
に
對
し
玄
米
八
升
三 

'

合
の
比
率
を
も
つ
て
員
^
さ
せ
た
が
明
治
A
年
地
祖
改
正
の
際
間
違 

ぇ
て
{
H奋
地
に
編
入
さ
れ
、
同
十
五
印
に
菊
間
區
有
の
溜
池
に
な
つ 

た
。」

(

同
書
、
八
四
■五
頁)

と
の
べ
て
い
る
。

令怒衣:AS与ニT 

へ  \ . <

利

根

川

筋

河

岸

場

紛

爭

—

M

i
外
港
と
し
て
の 

一.

I
河

岸

-
,

■ 

.
お

ょ

び

山

王

堂

河

岸

-

-
.

' 

へ

.:
'
島

.
崎

'
.蜂

' 

夫

‘

「

關
菜
農
村
の
史
的
硏
究J  

C

第
一
.

1

集)

に

お

い

て

、

'

わ
れ
わ
れ
は
、
致

.
 

藏
國
兒
3 £
郡
傍
示
堂
村(

現
在
埼
玉
縣
兒
玉
郡
藤
田
村
.傍

示

堂

)

、
-'
名

主
 

內
野
家
の
經
營
を
中
心
に
、
'德
川
封
建
末
期
に
お
け
る
，.一

地

主

，の

形

成

の

- 

間
題
を
、
考
察
し
て
^
た
。

〕

擦
示
堂
村
は
、
出
道
本
虫
宿
の
隣
村
で
あ 

り
、
中
山
道
人
馬
_
立
、
宿
繼
立
の
業
篇
が
本
村
に
と
：つ
て
宿
場
繁
榮
の
.
 

根
因
と
も
な
：つ
た
が
、
：同
時
に
、
そ
の
負
擔
.の
過
重
は
、
本
村
及
び
そ
の 

周
邊
農
村
？M

の
原
因
と
も
な
り
、
>
い
：て
は
1
農
村
勞
働
カ
徵
發
の
基
. 

底

の

上

に

形

成

洛

れ

て

い

た

と

こ

，
ろ

の

封

建

社

會

に

お

け

.る

交

通

運

輸

構 

造
に
多
大
の
.家
障
を
惹
起
1
、
遂
に
は
、
交
通
運
輸
樺
造
へ
I
I
本
的
變
轉 

を

必

須

な

ら

.し

め

た

諸

事

情

© -

迤
展
を
促
進
し
つ
，‘つ
あ
つ
紅
° 5
自
身
は
地
.
. 

主
と
し
て
、
酒
造
業
，を
經
營
し
、

一
方
、
宿
驛
業
務
を
掌
握
し
、
他
方
、
 

名
主
と
し
て
村
落
.支
配
の
.位
®

あ

つ

た

內

，
野

家

は

(

.か
か
る
幕
末
に
‘お 

け
る
時
代
的
推
移
を
背
景
と
1
て
、
土
地
集
中
を
一
層
擴
大
し
て
行
つ
た

:

.'(

截三)

.-

-
.
. 

-

の
で
あ
る
。
伶
に
、
わ
れ
わ
れ
が
肋
鄕
制
度
に
ょ
る
農
村
窮
乏
の
事
實
を 

利
根
川
筋
河
岸
場
紛
爭

考
察
せ
る
際
、
.
傍

示

堂

：の

隣

村

. 「

牧II

村
1-
お
よ
びT

U

手
村」

の
雨 

.」

村
が
、

一
方
锾
ボ
罾
^
の
助
鄕
村
と
し
て
、
.他
方
本
皮
宿
の
肋
鄕
村
と
し 

.
て
、
所

謂

「

助
_

®
^」

を
i

せ
し
め
ら
れ
る
こ
と
に
よ

つ
て
、
そ
の 

.
苦
惱
は
極
度
に
達
じ
、
，遂
に
肋
鄕
重
役
廢
止
の
た
あ
の
訴
談
を
起
す
に
及

(

註四) 

,

ん
だ
事
件
に
着
目
し
、
牧
西
村
の
舊
本
陣
で
、
今
日
規
在
の
小
川
家
咬
書 

の
探
訪
を
試
み
た
。
未
だ
、
當
初
考
ぇ
た
事
件
に
關
す
^
史
料
を
全
く
發 

.

.見
し
得
な
か
つ
た
が
、
こ
れ
と
は
別
に
、
小
川
_
夂
書
中
よ
り
、
助
鄕
に 

:

よ
る
陸
運
：と
相
ま
ち
、
' 關
東
、
特
に
利
根
川
流
域
地
方
に
と
つ
て
、
封
建 

，交

通

構

造0
上
.に
極
め
て
重
耍
.な
地
位
に
あ
っ
た
利
根
;1
!
水
運
、
就
中
本 

ぐ
法
宿
の
，i

と

：
し

て

：
の

r

一
 

菜

河

岸

」

お
よ
び
'「

山

王

堂

河

岸1
紛
爭

■
 

•
 

•

:
.

.

:

(

註其) 

-

•
 

•

に
關
す
る
史
料
を
若
干
見
刊
し
得
た
。
今
こ
れ
を
中
心
と
し
、
以
下
に
お

.
い
て
、
'i

宿
に
.對
す
る
利
根
川「

水
運j

の
一
端
を
考
察
し
よ
ぅ
。

(

註
一)

：

拙

稿r

武
藏
國
兒
玉
郡
，傍
示
堂
村——

名
主
內
野
家
の
經
營 

.

を
中
心
と
し
て
-

—
」

r

三
田
學
會
雜
誌
第
四
六
卷
第
二
號
所
收j

 

:

\(

註
ニ)

.
同

ニ

八

真

.

、
’

:

(

註
三)

同
四
〇
頁
以
.下

'.
'に

(

註
四
.

)

同in

五
.頁

鞋

：

一

五
# -
照

'

•...

.

 '

(

註
五)

武
歡
國
擦
潷
郡
软
西
村
，(

現
在
埼
玉
縣
兒
玉
郡
藤
田
村
字
牧 

「

、西)

.
在
住
の
小
川
家
は
、
.德
川
時
代
に
於
て
名
主
、
本
陣
等
を
勤
め
.

 

•

 

:̂

有
カ
な
る
舊
家
で
あ
っ
た
？
牧
西
村
は
本
芘
宿
助
鄕
村
制
度
に
お 

い
て
非
常
に

® :
耍
な
る
村
で
あ
っ
て
、
本
村
に
は
本
庄
宿
の

「

助
鄕 

.

■
會
所」

が
お
か
れ

-て
い
た
。
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